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1944年1月東京都生まれ。江戸東京・伝統

野菜研究会代表。東京農業大学卒、JA東

京クシレープで江戸東京野菜の復活に取り

組む。農林水産省選定「地産地消の仕事

人」。総務省「地域力創造アドバイザー」。

NPO法人江戸東京野菜コンシェルジュ協

会代表理事。主な著書に『江戸東京野

菜　物語篇』、監修に『江戸東京野菜（図

鑑篇）』（いずれも農山漁村文化協会）。

に特集㊥日本の野菜

図11981年5月、“農地の宅地なみ課税撤廃”を

強く求める農家による集会の模様
（写真提供：JA東京中央会）

図2『子供たちに残したい

身近な自然』（JA東京中央会）
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都
市
住
民
対
策
と
し
て
1
9
8
－
年
江
戸
の
農
業
を
学
ぶ

1
9
6
7
年
に
都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
た
あ
た
り
か
ら
、
三

大
都
市
圏
の
都
市
農
業
に
対
す
る
規
制
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。
そ

も
そ
も
は
1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
背

景
に
、
そ
の
後
の
東
京
の
農
業
に
も
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
与
え
た
。

大
会
施
設
の
建
設
や
、
道
路
建
設
な
ど
で
東
京
に
地
方
か
ら
人
口

が
集
中
し
た
。
人
口
は
1
千
万
を
超
え
た
。
政
府
は
持
ち
家
政
策

か
ら
都
市
計
画
法
を
改
正
し
、
都
市
に
農
地
は
い
ら
な
い
と
の
政

策
に
も
と
づ
き
、
都
市
農
地
に
重
税
を
か
け
て
取
り
上
げ
る
〝
農

地
の
宅
地
な
み
課
税
″
を
実
施
し
た
。
農
家
は
反
対
運
動
の
中
で

都
市
住
民
に
都
市
農
業
の
重
要
性
を
訴
え
た
（
図
1
）
。
こ
の
政
策

に
は
、
地
域
の
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と
自
治
体
も
反
対
し
、
固

定
資
産
税
の
減
免
措
置
で
対
抗
し
た
。

当
時
、
筆
者
は
東
京
都
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
現
1
A
東
京
中

央
会
）
で
農
政
部
門
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
都
市
農
業
の

現
状
と
役
割
に
つ
い
て
都
民
に
伝
え
て
い
た
。
都
市
の
農
地
は
生

鮮
野
菜
の
生
産
地
で
あ
り
、
環
境
を
保
全
し
て
災
害
時
に
は
避
難

場
所
と
な
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
作
物
が
生
育
す

る
過
程
が
学
べ
る
教
育
の
場
で
も
あ
る
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
農

家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
都
市
に
農
地
が
あ
る
必
要
性
を
訴
え
て
き

た
。
農
家
と
一
体
的
な
活
動
を
す
る
う
ち
に
、
東
京
の
農
家
は
江

戸
時
代
の
農
家
の
末
裔
な
の
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
実
感

と
し
て
理
解
で
き
、
同
時
に
産
地
の
地
名
の
つ
い
た
野
菜
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
江
戸
東
京
の
食
文
化
を
支
え

て
き
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

活
動
の
中
で
1
9
8
1
年
に
は
、
小
冊

子
『
子
供
た
ち
に
残
し
た
い
身
近
な
自

然
』
を
作
成
し
て
都
民
に
配
布
し
た
（
図

2
）
。
そ
の
頃
か
ら
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
の
伝
統
野
菜
に
つ

い
て
研
究
を
始
め
た
。

1
9
8
5
年
、
東
京
の
伝
統
野
菜
を
栽

培
し
て
い
た
農
家
が
激
減
し
て
い
る
と
先

輩
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

1
n
ノ
J
U
′
0
年
に
施
行
さ
れ
た
「
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
」
　
に

伴
っ
て
全
国
に
主
要
農
産
物
の
産
地
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
栽

培
し
て
き
た
固
定
種
や
在
来
種
は
、
そ
ろ
い
が
悪
く
、
輸
送
規
格

に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
代
雑
種
の
交
配
種
が
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
2
0
年
の
経
過
の
中
で
1
9
8
0
年
代
に
な
っ
て
、
伝

統
野
菜
を
栽
培
す
る
農
家
は
激
減
し
て
い
た
。
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図3

『江戸・東京ゆかりの野菜と花』
（農山漁村文化協会）
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図4

練馬大根は抜くのがたいへん。

区内全校の給食に供するために

練馬大根引っこ抜き競技大会は

開催されている。

江戸東京野菜と地域振興ト一一大竹道茂＝1

『
江
戸
・
真
意
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』
の
発
行
で

復
活
の
ベ
ー
ス
が
で
き
る

l
A
東
京
中
央
会
で
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、
固

定
種
や
在
来
種
の
普
及
指
導
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
都
農
業
試
験

場
長
や
普
及
セ
ン
タ
ー
長
の
経
験
者
に
、
専
門
分
野
で
の
原
稿
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
『
江
戸
・
東
京
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』

（
1
n
ノ
∩
フ
ぺ
∠
年
・
農
山
漁
村
文
化
協
会
）
が
発
刊
で
き
た
（
図
3
）
。
古
い

時
代
の
こ
と
を
知
る
人
た
ち
か
ら
貴
重
な
話
を
開
け
た
こ
と
が
、

今
日
の
発
見
普
及
に
大
き
な
カ
に
な
っ
て
い
る
。

今
日
、
全
国
で
伝
統
野
菜
の
掘
り
起
こ
し
、
普
及
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
時
間
と
の
戦
い
で
、
地
域
の
古
老
た
ち
が
亡
く
な
っ

て
、
地
域
の
野
菜
の
歴
史
文
化
や
タ
ネ
の
存
在
も
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

l
A
東
京
中
央
会
で
は
『
江
戸
・
東
京
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』

の
後
、
1
9
9
6
年
に
は
『
江
戸
・
東
京
　
暮
ら
し
を
支
え
た
動

物
た
ち
』
、
2
0
0
2
年
に
『
江
戸
・
東
京
農
業
名
所
め
ぐ
り
』

を
出
版
し
て
い
る
。

束
京
の
伝
統
野
菜
を
「
江
戸
束
京
野
菜
」
と
呼
ぶ

東
京
の
伝
統
野
菜
（
固
定
種
や
在
来
種
の
野
菜
）
は
「
江
戸
野
菜
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
江
戸
の
地
で
食
べ
ら
れ
て
い
た
野
菜

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
江
戸
時
代
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
野
菜
と

な
る
と
、
全
国
に
あ
る
伝
統
野
菜
の
多
く
は
江
戸
野
菜
な
の
だ
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
、
江

戸
か
ら
東
京
へ
と
食
文
化
を
継
承
し
て
き
た
野
菜
、
す
な
わ
ち
江

戸
の
都
か
ら
多
摩
地
区
や
洋
上
1
千
キ
ロ
の
島
し
ょ
地
区
を
含
め

た
東
京
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
野
菜
で
、
し
か
も
東
京
の
生
産
者
が

栽
培
す
る
野
菜
を
　
「
江
戸
東
京
野
菜
」
　
と
呼
ん
で
い
る
。

都
内
に
5
0
本
の
農
業
説
明
板
の
設
置

1
n
ノ
∩
フ
7
年
は
農
業
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
て
卯
年
で
、
全

国
の
l
A
グ
ル
ー
プ
で
は
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
誌
の
発
行

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
東
京
で
は
前
述

の
『
江
戸
・
東
京
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』
と
『
江
戸
・
東
京
　
暮

ら
し
を
支
え
た
動
物
た
ち
』
の
記
録
を
も
と
に
、
ゆ
か
り
の
地
に

江
戸
東
京
の
農
業
の
説
明
板
を
設
置
す
る
と
い
う
企
画
を
提
案
し

た
。
江
戸
東
京
の
農
業
は
日
本
農
業
の
ル
ー
ツ
だ
と
い
う
思
い
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
主
旨
が
理
解
さ
れ
て
、

記
念
事
業
と
な
っ
た
。

神
社
の
し
き
た
り
は
農
業
が
原
点
と
の
こ
と
か
ら
、
東
京
都
神

社
庁
の
理
解
を
得
て
、
5
0
周
年
に
ち
な
ん
で
都
内
5
0
か
所
の
神
社

な
ど
の
境
内
に
説
明
板
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

江
戸
は
寒
村
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
徳
川
家
康
が
尾
張
、
三
河
、

遠
江
、
駿
河
な
ど
か
ら
武
士
ば
か
り
か
、
商
人
、
職
人
、
農
民
ま

で
江
戸
に
連
れ
て
き
て
、
江
戸
の
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。
急

激
な
人
口
増
に
新
鮮
野
菜
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、
大
名
た
ち
は
、

江
戸
で
不
足
す
る
野
菜
を
補
う
た
め
に
国
元
か
ら
野
菜
の
タ
ネ
を

持
ち
こ
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
全
国
か
ら
野
菜
の
タ
ネ
が
江
戸
に

集
ま
っ
た
。
江
戸
の
気
候
風
土
で
育
成
さ
れ
た
1
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
練
馬
大
根
（
図
4
）
や
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
の
タ
ネ
は
、
江
戸
土
産

と
し
て
全
国
に
持
ち
帰
ら
れ
、
全
国
に
自
首
の
練
馬
系
大
根
が
あ

る
し
、
流
通
し
て
い
る
ゴ
ボ
ウ
の
8
～
9
割
は
滝
野
川
系
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
野
菜
は
、
全
国
の
各
地
域
で
物
語
が

生
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
、
消
費
者
は
そ
れ
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。

知
る
こ
と
で
、
作
っ
て
み
た
い
、
食
べ
た
い
と
な
る
。



図5　亀戸ダイコン

図6　亀戸大根の説明板を1997年に

建てたことで、地元料理店が

亀戸大根之碑を1999年に設置した。

図7

福分けまつりでは、地元の小中学校で栽培・収穫された

亀戸大根を香取神社に奉納する。
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亀
戸
ダ
イ
コ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
興
し

下
総
国
（
現
千
葉
県
）
の
砂
村
（
現
東
京
都
江
東
区
砂
町
）
は
、
江

戸
の
初
期
に
砂
村
新
左
衛
門
が
新
田
開
拓
で
遠
浅
の
地
を
埋
め
立

て
て
作
り
上
げ
た
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
幕
府
が
摂
津
か
ら
農
民
を

呼
び
寄
せ
た
こ
と
か
ら
農
業
の
先
進
地
と
な
っ
た
。
亀
戸
ダ
イ
コ

ン
も
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
関
西
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、

小
ぶ
り
で
や
わ
ら
か
く
、
味
の
よ
い
ダ
イ
コ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
特
に
、
江
戸
末
期
に
突
然
変
異
で
茎
の
白
い
大
根
が
生
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
農
家
は
そ
れ
で
タ
ネ
を
採
り
、
翌
年
市
場
出
荷

す
る
と
「
粋
だ
ね
！
」
と
4
倍
の
値
段
で
売
れ
た
こ
と
か
ら
、
以

後
、
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
は
白
茎
と
な
っ
た
（
図
5
）
。
全
国
の
大
根
を

見
て
も
、
茎
ま
で
白
い
大
根
は
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
以
外
に
な
い
。
亀

戸
の
地
は
都
市
化
が
進
み
、
農
地
法
上
の
農
地
は
な
く
な
っ
て
生

産
は
途
絶
え
、
産
地
は
葛
飾
区
高
砂
に
移
っ
て
い
た
。

1
n
ノ
9
7
年
に
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
の
説
明
板
を
亀
戸
の
香
取
神
社

に
建
て
た
こ
と
で
（
図
6
）
、
地
元
商
店
街
有
志
の
発
案
で
、
ま
ち

興
し
に
使
わ
れ
、
小
・
中
学
校
で
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
の
栽
培
が
始

ま
っ
た
。
春
一
番
に
青
物
の
な
い
時
期
に
出
荷
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
っ
子
は
誰
よ
り
も
早
く
食
べ
た
こ
と
を
自
慢
し
た
。
そ
こ
で

1
n
ノ
9
8
年
3
月
初
め
の
土
曜
日
に
収
穫
祭
の
「
福
分
け
ま
つ

り
」
が
生
ま
れ
、
神
社
の
祭
り
に
位
置
付
け
ら
れ
た
（
図
7
）
。
祭

り
は
福
を
分
け
る
と
い
う
行
事
で
、
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
が
市
民
に
配

ら
れ
る
。
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
願
う
縁
起
物
と
し
て
家
庭
で

食
べ
る
と
い
う
新
し
い
食
文
化
が
生
ま
れ
た
。

取
り
組
み
は
2
0
数
年
を
経
て
、
現
在
、
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
は
地
域

興
し
の
核
に
な
っ
て
い
る
。
始
め
た
当
時
4
年
生
（
1
0
歳
）
だ
っ

た
方
は
3
0
歳
を
超
え
、
子
供
が
い
る
方
も
い
て
、
次
世
代
に
亀
戸

ダ
イ
コ
ン
の
食
文
化

は
伝
わ
り
つ
つ
あ
る
。

筆
者
は
第
二
亀
戸
小

学
校
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
毎
年
4
年
生

の
総
合
的
な
学
習
の

授
業
で
、
亀
戸
ダ
イ

コ
ン
の
歴
史
文
化
を

教
え
て
い
る
。

地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
品
川
カ
ブ
を

品
川
神
社
に
建
て
た
「
品
川
ネ
ギ
と
カ
ブ
」
の
説
明
板
を
見
た

北
品
川
商
店
街
の
青
果
商
・
大
塚
好
雄
さ
ん
は
地
元
商
店
街
の
活

性
化
を
願
い
、
2
0
0
8
年
に
品
川
カ
ブ
で
の
ま
ち
興
し
に
取
り

組
ん
だ
。
品
川
カ
ブ
は
丸
い
カ
ブ
と
違
っ
て
、
2
0
セ
ン
チ
ほ
ど
の

細
長
い
根
と
そ
の
倍
も
あ
る
葉
が
特
徴
の
カ
ブ
だ
。
文
化
年
間
に

刊
行
さ
れ
た
『
成
形
図
説
』
（
島
津
重
豪
が
編
纂
さ
せ
た
農
書
）
に

「
品
川
蕪
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
8
）
。
大
塚
さ
ん
は
食
青
に

も
目
を
向
け
、
地
元
の
学
校
な
ど
に
種
を
配
っ
て
生
徒
た
ち
に
栽

培
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
商
店
街
の
店
に
品
川
カ
ブ
を
配
り
、
そ

の
後
、
品
川
カ
ブ
の
ケ
ー
キ
や
ま
ん
じ
ゅ
う
、
餃
子
な
ど
が
商
品

化
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
2
年
に
大
塚
さ
ん
夫
妻
を
亀
戸
の
福
分
け
ま
つ
り
に
案

内
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
に
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
た
。
小
学
校

を
初
め
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
4
0
数
組
織
で
栽

培
し
収
穫
さ
れ
た
品
川
カ
ブ
を
持
ち
寄
っ
て
の
品
評
会
が
、
例
年

1
2
月
2
3
日
に
品
川
神
社
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
図
9
）
、
取

り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。
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図8

『成形図説』に描かれた品川蕪
（左　画像：国会図書館デジタルライブラリー）
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図9

地元で収穫された品川カブを

持ち寄っての品評会が

品川神社で開催される。

図10

第一寺島小学校での

星野直治さんによる

寺島ナスの栽培指導

江戸東京野菜と地域振興－大竹道茂コ

夏
野
菜
の
エ
ー
ス
に
寺
島
ナ
ス
を
復
活
し
普
及

「
寺
島
ナ
ス
」
の
説
明
板
は
、
墨
田
区
の
白
髪
神
社
に
建
立
し

た
。
か
つ
て
の
寺
島
村
の
名
は
現
在
小
学
校
3
校
と
中
学
校
に
し

か
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
町
名
は
東
向
島
で
あ
る
。

寺
島
と
付
い
た
名
前
の
野
菜
が
あ
る
の
な
ら
食
べ
て
み
た
い
、

栽
培
し
て
み
た
い
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
求
は
高
ま
っ
て
い
た
。

江
戸
ナ
ス
と
も
い
わ
れ
た
こ
の
ナ
ス
は
蔓
細
千
成
で
、
農
業
生
物

資
源
研
究
所
に
納
め
た
と
い
う
普
及
セ
ン
タ
ー
O
B
か
ら
聞
い

て
い
た
の
で
取
り
寄
せ
、
2
0
0
9
年
に
創
立
1
3
0
年
を
迎
え

る
第
一
寺
島
小
学
校
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
復
活
栽
培
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
（
図
1
0
）
。

栽
培
指
導
は
三
鷹
市
の
ナ
ス
農
家
星
野
直
治
さ
ん
に
お
願
い
し
、

以
来
星
野
さ
ん
は
1
0
年
、
今
年
も
同
校
3
年
生
の
栽
培
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
星
野
さ
ん
は
、
タ
ネ
を
採
種
し
て
苗
づ
く
り
も

行
っ
て
い
て
、
東
向
島
駅
前
商
店
街
に
苗
を
供
給
し
て
い
る
。
地

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
住
民
に
ナ
ス
の
苗
が
販

売
さ
れ
、
駅
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
市
民
菜
園
で
の
区
民
に
よ
る
栽

培
が
広
が
っ
て
い
る
。
ナ
ス
は
6
月
か
ら
1
0
月
ま
で
実
り
続
け
る

こ
と
か
ら
、
一
年
中
話
題
と
な
り
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

都
心
で
生
き
な
が
ら
え
で
い
た
早
稲
田
ミ
∋
ウ
ガ

2
0
0
9
年
の
夏
の
あ
る
日
、
筆
者
は
素
麺
の
薬
味
と
し
て
自

宅
の
ミ
ヨ
ウ
ガ
を
食
べ
て
い
て
、
早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ
の
説
明
板
を

穴
八
幡
宮
に
建
て
た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。
ミ
ヨ
ウ
ガ
は
種

で
は
な
く
地
下
茎
で
殖
え
る
の
で
、
早
稲
田
に
住
む
旧
家
の
屋
敷

地
に
、
早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ
が
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
の
思
い
を
行
動
に
移
し
て
「
早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ
を
探
し
ま
せ
ん

か
ー
・
」
と
ブ
ロ
グ
「
江
戸
東
京
野
菜
通
信
」
　
で
問
い
か
け
た
。

「
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
⊥
の
返
信
多
数
で
あ
っ
た
が
、
ご
緑

の
広
が
り
で
早
稲
田
大
学
の
堀
口
健
治
副
総
長
（
当
時
）
に
話
が

届
き
、
学
生
さ
ん
や
O
B
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
、
1
0
人
ほ
ど
で
″
早
稲
田
み
ょ
う
が
捜
索
隊
″
を
結
成

し
た
。
す
る
と
、
数
回
の
捜
索
活
動
で
3
0
数
か
所
に
ミ
ョ
ウ
ガ
が

見
つ
か
っ
た
。

2
0
1
0
年
8
月
2
1
日
、
明
治
中
期
か
ら
お
住
ま
い
の
旧
家
の

庭
に
、
ミ
ヨ
ウ
ガ
の
茂
み
が
見
つ
か
っ
た
。

当
日
は
、
N
H
K
の
取
材
ク
ル
ー
も
加
わ

り
、
そ
の
日
の
　
「
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
7
」

で
報
道
さ
れ
た
。

捜
索
に
参
加
し
て
発
見
し
た
練
馬
の
井

之
口
喜
章
夫
さ
ん
は
以
前
、
ミ
ヨ
ウ
ガ
を

栽
培
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

休
眠
し
た
地
下
茎
を
暮
れ
に
旧
家
か
ら
い

た
だ
い
て
試
作
し
て
も
ら
っ
た
。
植
え
っ

ぱ
な
し
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
1
年

目
は
根
茎
の
育
成
に
あ
て
、
そ
し
て
2
年



図11

井之口書章夫さんが栽培した

早稲田ミョウガの子
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図13「武蔵府中国府台勝機一覧図」

（幕末）の一角に描かれた

御瓜田（ごかでん）

図12　井之口喜薫夫さんが収穫した

早稲田ミョウガタケ
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目
に
は
早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ
独
特
の
ふ
っ
く
ら
し
て
赤
く
、
香
り
が

強
い
高
品
質
の
ミ
ヨ
ウ
ガ
の
子
が
収
穫
で
き
た
。
早
稲
田
大
学
の

周
辺
の
商
店
街
で
は
東
北
の
震
災
被
災
地
支
援
の
た
め
に
、

2
0
1
2
年
気
仙
沼
か
ら
戻
り
鰹
を
購
入
し
て
早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ

を
妻
に
し
て
食
べ
る
企
画
が
実
行
さ
れ
た
。

井
之
口
さ
ん
は
ミ
ヨ
ウ
ガ
タ
ケ
の
栽
培
技
術
を
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
9
月
の
ミ
ヨ
ウ
ガ
の
子
（
図
1
1
）
、
3
月
の
ミ
ヨ
ウ
ガ
タ

ケ
（
図
崇
が
地
元
新
宿
区
立
の
小
中
学
校
2
7
校
の
給
食
用
に
毎

年
供
給
さ
れ
て
い
る
。

美
濃
の
真
桑
ウ
リ
を
江
戸
で

徳
川
家
康
は
、
関
東
を
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
関
東
の
総
鎮
守
で

あ
る
府
中
の
六
所
宮
（
現
大
国
魂
神
社
）
に
お
参
り
し
た
時
に
、
こ

の
地
で
真
桑
ウ
リ
を
栽
培
す
る
こ
と
に
し
た
（
図
1
3
）
。
実
際
に
栽

培
が
始
ま
っ
た
の
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
時
代
で
、
当
時
は
2
月
に

美
濃
の
真
桑
ウ
リ
名
人
・
上
其
桑
村
の
百
姓
庄
左
衛
門
と
下
真
桑

村
の
百
姓
久
右
衛
門
の
二
人
を
タ
ネ
と
共
に
呼
び
寄
せ
、
8
月
の

上
旬
に
収
穫
し
た
真
桑
ウ
リ
を
御
用
瓜
の
職
旗
を
立
て
て
幕
府
に

納
め
る
（
図
1
4
）
と
美
濃
に
帰
す
と
い
う
こ
と
が
何
年
も
続
い
た

と
『
府
中
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
1
年
、
美
濃
に
真
桑
ウ
リ
の
保
存
会
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
2
0
1
2
年
、
こ
の
ウ
リ
を
購
入
し
て
、
秀
忠
の
時
代
と

同
じ
こ
と
を
府
中
の
小
学
校
で
行
っ
た
。
ま
た
、
新
宿
の
成
子
天

神
社
に
建
立
し
た
「
鳴
子
ウ
リ
」
　
の
説
明
板
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
新
宿
区
立
柏
木
小
学
校
で
鳴
子
ウ
リ
（
真
桑
ウ
リ
）
の
復
活

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
栽
培
は
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
鳴

子
ウ
リ
は
、
新
宿
御
苑
内
の
　
〝
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
り
の
き
″
　
で

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
な
っ
た
。

命
を
つ
な
ぐ
砂
村
一
本
ネ
ギ
の
授
業
が

千
住
ネ
ギ
で
も
始
ま
っ
た

2
0
0
5
年
に
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
栄
養
教
諭

の
先
生
方
は
、
地
産
地
消
と
い
う
視
点
か
ら
東
京
の
伝
統
野
菜
に

も
注
目
し
始
め
た
。

江
東
区
立
第
五
砂
町
小
学
校
で
は
、
2
0
1
0
年
9
月
に
4
年

生
が
砂
村
一
本
ネ
ギ
の
栽
培
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
翌
年
5
月
、

5
年
生
が
タ
ネ
を
採
種
し
て
4
年
生
に
わ
た
す
贈
呈
式
を
行
っ
た

（
図
1
5
）
。
タ
ネ
を
通
し
て
命
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
実
感
さ
せ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
だ
。
5
年
生
は
栽
培
の
苦
労
を
4

年
生
に
伝
え
て
、
立
派
に
栽
培
す
る
よ
う
に
語
り
か
け
、
4
年
生

は
一
生
懸
命
栽
培
し
ま
す
と
決
意
を
述
べ
る
。

銭
元
真
規
江
栄
養
教
諭
に
よ
る
こ
の
取
り
組
み
を
2
0
1
4
年
、

筆
者
の
ブ
ロ
グ
「
江
戸
東
京
野
菜
通

信
」
　
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
足
立
区

農
業
委
員
会
の
荒
堀
安
行
会
長
が
千

住
ネ
ギ
の
復
活
の
た
め
に
こ
れ
を
取

り
入
れ
、
足
立
区
で
は
2
0
1
5
年

に
は
3
校
で
実
施
さ
れ
、
「
命
を
つ

な
げ
る
栽
培
授
業
」
　
と
し
て
、
そ
の

後
5
校
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

料
理
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

注
目
し
た
江
戸
東
京
野
菜

2
0
0
7
年
、
日
本
橋
の
和
食
店

「
ゆ
か
り
」
　
の
二
代
目
・
野

永
喜
一
郎
氏
か
ら
、
『
江
戸
・
東
京
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』
を
読



●　攣蠣　糠特集　8　本　の　野菜

図15

江東区立第五砂町中では

5年生から4年生に

タネの贈呈式が行われている。
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図16

三国シェフ（奥中央）による

都市大学付属小における食育授業で

東京の野菜について話す筆者（右奥）

「江戸東京野菜通信」
～大竹道茂の伝統野菜に関する

情報ブログ～

http：／／edoyasalSbLo．jP

江戸東京野菜と地域振興－大竹道茂コ

ん
だ
が
、
日
本
橋
か
ら
江
戸
東
京
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
と

の
連
絡
を
受
け
た
。
二
代
目
の
言
葉
は
、
復
活
普
及
に
取
り
組
む

上
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
雪
現
在
、
三
代
目
の
喜
三
夫
氏

が
和
食
の
食
材
と
し
て
江
戸
東
京
野
菜
を
広
め
て
く
れ
て
い
る
。

2
0
0
9
年
に
墨
田
区
立
寺
島
小
学
校
で
寺
島
ナ
ス
の
復
活
に

取
り
組
ん
で
い
た
と
き
、
墨
田
区
押
上
の
も
ん
じ
ゃ
の
店
「
よ
し

か
つ
」
　
の
主
人
・
佐
藤
勝
彦
氏
か
ら
、
寺
島
ナ
ス
を
料
理
に
使
い

た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
以
来
、
佐
藤
氏
は
軽
自
動
車
で
東
京
中

を
回
っ
て
、
江
戸
東
京
野
菜
を
初
め
東
京
の
食
材
を
調
達
す
る
店

と
し
て
話
題
を
集
め
て
い
る
。

2
0
0
9
年
春
に
フ
レ
ン
チ
の
巨
匠
三
園
清
三
シ
ェ
フ
の
イ
ベ

ン
ト
に
招
か
れ
た
と
き
（
図
1
6
）
、
9
月
に
丸
の
内
に
　
「
ミ
ク
ニ
マ

ル
ノ
ウ
チ
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
あ
た
り
、
地
産
地
消
が
売
り
の

店
に
す
る
た
め
、
江
戸
束
京
野
菜
を
初
め
、
東
京
の
食
材
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
直
接
依
頼
を
受
け
た
。
以
後
、
三
園
シ
ェ
フ
は
機

会
あ
る
ご
と
に
江
戸
東
京
野
菜
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
開
催
地
東
京
の
お
も
て

な
し
食
材
と
し
て
位
置
付
け
て
く
れ
て
い
る
。

ブ
○
グ
「
江
戸
束
京
野
菜
通
信
」
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

こ
う
し
た
江
戸
東
京
野
菜
の
復
活
の
取
り
組
み
は
、
2
0
0
8

年
9
月
か
ら
月
1
回
の
更
新
で
、
フ
ー
ド
ボ
イ
ス
社
の
ブ
ロ
グ

「
大
竹
道
茂
の
江
戸
東
京
野
菜
ネ
ッ
ト
」
　
で
紹
介
を
始
め
た
。
各

地
で
復
活
普
及
の
取
り
組
み
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

2
0
1
0
年
3
月
1
9
日
か
ら
は
ブ
ロ
グ
　
「
江
戸
東
京
野
菜
通
信
」

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
よ
り
広
い
視
点
で
、
毎
日
多
数
の
写
真
と
と

も
に
関
連
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
（
図
1
7
）
。
活
発
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
話
題
の
作
物
な
ど
各
種
の
話
題
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
ま

と
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
案
内
や
報
告
な
ど
も
充

実
さ
せ
、
農
家
、
市
場
や
青
果
商
、
料
理
人
や
料
理
研
究
家
、

フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
、
栄
養
教
諭
や
栄
養

士
、
N
P
O
や
企
業
な
ど
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
に

取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
す
る
方
々
の
情
報
が
飛
び

込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

記
事
数
は
4
0
0
0
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
の

紹
介
や
報
告
は
重
要
で
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
　
の
最
新
の
情
報
を

求
め
る
方
々
の
検
索
数
は
大
台
の
1
0
0
万
を
超
え
た
。
こ
れ
は

江
戸
東
京
野
菜
に
か
か
わ
る
人
た
ち
と
の
情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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m。。k日本の野菜
㊥変わりつつある野菜と人の関係

㊥野菜のはじまり‘‘ドメステイケーション”

㊥日本の在来野菜

㊥野菜と文化－ごぼう

㊥復活したなにわの伝統野菜

㊥鹿児島県の伝統野菜

㊥伝統野菜をどう支えるか？
－和歌山県湯浅町における湯浅なすの復活

㊥江戸東京野菜と地域振興

㊥食べ慣れた食材を求めて－在日タイ人によるタイ野菜の栽培

㊥この道は未来へ続く－伝統野菜プロジェクトの取り組み

コラム

現生の野菜のタネ（種子）図鑑


